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　目的　ジャがｲﾓlt比軟的ﾀﾀ畳りヒ:タ5こ／C (．V (≒) E含t、ﾉ-cおり，一皮K／食ざれる奮

がﾀﾀいので，V C･りょ丿給源？巧ろ．inヽL. 貯蔵や埼理玲作･刳早うぴこの参化･てつ丿て

ヤタ解，z /)ゐりま菖むない。tこr，木研気z･･書．^ もの貯蔵，切孵？穐々りm概調理

目牛りV c隻り夜化を哺べヽ＆．ま，帝眠り珊摩ジ・自モのび乙量む震吋した．

　が熾　央喰･^裸しZ It. 常に9～]o個のジャア･ftC男嚢zuメータづン)を用い，偶

俘≫をケなくt ;^様K配＆した．座高ヽよvr加勢颯哩したイt g 私% メタリン雌とヒもに

?6'S｀*リw゛フスホモージナづず一石孵砕しft。jt'CJr潅漑･ﾌ)V c蜃をヒドラi>'ン砥t差ス^夕

日レ熾で劇免し7c.ヒドラジンほど呟昨びれたオサソことTLCで分雛，挾戴レだ. 1}D≫i-

調瓊峰作は柘加杷，菟しmm,オーブヽン加祀，%・レンジ加撚S採用し，居々り調哩に適

し鳶暗闇乞政見.し＆．

　趣果　I. ジャ刀゛イモのvc量/*収穫期Kiま約刀・j '/cであ・知れ貯蔵^^ ヒ戒少し. 2

ヶ阿悛I- it 乎夕＼.rに減少した・イモバり貯希温度･苫び乙量･リ汐t'彩響しながヽ・だ. 2, W荷

積2o'd･v淀冊亨ると/乙豪p-'増加し. 2日後･t最X となi) I 斬鮮イi.卵班遠)芦後減少

し瓦. 3.PI〕杷調理後りV c残存命は^｝レンジ加柘Lu%)が負わあ勺療レカロ老ciｸ刈

才- ブこμ観(＆'/' ) r次にあ<, 祢加鞘i彭'/.;)炉最も急かった，知加杷ク,導登，/J モ

の＆罹･<よ^ V 乙残俘帝め斧･tな炉・T々.まft, 加吏鯛理り際, /( t を凡り* ま加概す３

しV C残存命,-3あか-> たが゛，切断す^k.低くな・た.*.冷凍ジﾔ;rrづそ,のV C曼は嘔＆辱

のl-<ラツ千炉尺z-めツた．噸m.吟りA モバりびc童と貯蔵乗什ir関係了'i よう-z”乃・だ．

５月４日（日）第４会場　午後1 :00～2 :00

A 121 食品ヽﾔ＼/,‰;n,cの調理による勲摩について

　　　　　弘前人肌有　・小ふ七う　赤乱3ヽもとl　東瓦す子犬象弑　馬面丈遭

　目的　Vit.C ・生理的効果は主と!しべ遺元型(んA)で論ぜられて? たが、酸化型仙^)も同等

のま理的効果のあるこ巴ダ延唱されるよ割てなっ凪調理その他による食晶甲貳cへの影

季の賃児ば多いが、一報にか/χ。みで綸ぜ｀ろれているものが多く、総じ夕ぶV(-(丁○で薦

討ずるゐ孚がある。

　TCの走量ば一般にﾛ叩まによるif、本永では0H出こ生理的効果のないングトグロン薩旧

碑)も叛に含まれて走量ざれ- まre 比ぶ遭元永ぱ今秋が煩雑で測定に時哨ぞ挙ずる欠々､グ

ある。嵐盾らばて列でO叩広いp濡の併■用によソ几釈的簡為にDiくi-を刺定し、AsA, DHA,

)吟t分絃走量し真のDHA値を得るここぞ報告し尺.よ。てこの方瓜によソ調理心る影

響そ襖討した。

　勧罫、の　Vit.Cの調理しこよろ横大の例に刹ダられダもみしおろしバつい1. 大服巴人参

の屁合氏恚和こした傷合、訓味、料の影響／唐竿子入ソもみじおうし｡の渦合なじ連々の異な

る条件下に卵ｱゐVit.Cの孤叫的和こそ測走しμ、

②　蔵莱類について、調弧陣､作別にその残存ギを衣約た｡

⑤　烏鈴斎につい１も、調理狼作粕びの残存字t求妁斥。

　鋤果　゛もみじふろしバついてば几はμ暗闇慄も約ぷ叫の残存中で', /4s/＼ヵヽら叫ぺまでの

酸化は速やかである-froHAは死骸的蚕児である.

　果菜頬ば加熱椅間及v'加蒸暴戻。影響息受ヅ易く- 漑鈴薯ば一般に今児てようが。特に

ん^ が今定で'口K6rの生冪午も低い。


